
事 業 内 容 
日本酒、焼酎を主とした酒類の
製造、販売 

創 業 年 １７２０年（享保５年） 

創業時の屋号 橘倉（きつくら） 

創業時の事業 
酒造業（日本酒、焼酎、薬酒）、
製薬業 

創業期より屋号は、祖先ゆかりの“橘（たちばな）姓”に由来することから、“橘の酒倉”の意で「橘倉
（きつくら）」と呼ばれておりました。文政年間の文献には、酒造業と合せ製薬業も営んでいたことが
記されており、この頃には１，０００石程の生産をしていました。 
また、江戸から明治期にかけては地域経済の発展にも積極的に貢献していたようです。大正年間に
法人化し、より一層生業としての酒造に専心して参りました。 現在では、“酒は自然の賜”との想いを
大切に、佐久の風土に根ざした日本酒の醸造を中心に焼酎やリキュール、麹を使った甘酒などを製
造し伝統の味を守りつつ、時代に即した新たな味覚の創出にも積極的に挑戦しております。 
今後ともお客様の信頼にお応えする酒造りに邁進して参る所存でございます。 

橘倉酒造株式会社 
佐久市臼田６５３－２ 


